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　本研究は，内モンゴル，ヘシグテン旗で実施し
たフィールドワークをもとにしている．2016 年 5








































　第 5 章では，内モンゴルにおける牧畜戦略の 1
つである観光の生成プロセスについて考察を行っ
た．内モンゴルにおいては観光道路によって観光
道路沿いの観光と牧畜生活が生成されている．ま
た，観光道路沿いの観光と牧畜生活は単なる人間
の集合で形成しているのではなく，モノと人間が
異種混交することで形成したり，消失したりする．
そこで，観光という現象をモノや人間が異種混交
したアクターネットワークとして捉えることで，
その動態を記述し分析した．
4.　結論
　①国家政策・市場経済・観光化と「伝統的生活」
の関係を対立的に捉える視点を乗り越え，むしろ
牧畜民は国家政策，市場経済，観光化を自らの生
活に能動的に内在化しながら，牧畜戦略を多様化
しているという点を考察してきた．牧畜戦略の多
様化は，政策や制度に対する牧畜民の態度やあり
方にも影響を与えている．同一的・集合的なまと
まりをもった存在としての「牧畜民」ではなく，
彼らは多重的な存在となっていることを，そこで
は明らかにした．
　②本研究は観光におけるホストの文化や生活の
みに着目するのではなく，観光業以外の時期にお
けるホストの生活も研究射程に含めた．牧畜民は
観光業のみを営むわけではなく，多様な牧畜戦略
の中に観光業を位置付けている．多様な牧畜戦略
からみると，観光は牧畜戦略の 1 つの選択肢であ
ることを明らかにした．
　③現代牧畜戦略において，現象や行為のエー
ジェントは牧畜民にも，バイクや車などの非人間
にも帰せられない．そして現在の牧畜社会におけ
る科学技術を含む自然と文化，非人間と人間はハ
イブリッドとなっているため，どちらか一方に着
目し牧畜社会を描くことが不可能となっている．
観光道路沿いでの放牧やゲルツーリストキャンプ
の経営，人々の移動も様々なアクターと絡み合い
ながら逹成されていることを明らかにした．■
